
少子化対策に本気の政策

赤ちゃんファースト
事業を実現

出産を応援 不妊治療を
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すべての子どもに月5000円給付
令和５年度にスタートを実現へ!!

とうきょう
ママパパ
応援事業

育児に関わる男性の

●公的支援が少ない●仕事は過重労働
●子育てて孤独になりやすい

●ママの心のケアや家事をお手伝い
●家事の時短家電購入補助
●多胎児の家庭支援

●エレベーターの閉じ込め、
　停電のリスクが浮上

集合住宅で
暮らす都民

7割
●地域との繋がりが
　薄い人が多く共助が弱い

産前から産後まで
痛いところに手が届く
切れ目ない
サポートを

コロナ禍で物価高が
暮らしを圧迫
生活者目線
での支援に
取り組みます

低所得世帯へ米や野菜を届けます

キャッシュレスやポイント還元
などを行う区市町村を応援

あまり知られていない
パパの育児うつを
減らす男性の育児支援対策を
進めます

対象年齢を

東京ボランティア
レガシー
ネットワーク　

東京2020大会のレガシーとして
ボラ活動を定着させていきます

最先端デジタル技術に触れて
学びチャレンジできる場所を創ります

あわせて、ICT機器を日常的に
利用するモデル校を設置

子供に
コンピューター
クラブハウスを！

ITをもっと学ぶ ボランティア活動を
東京に根づかせます

１万人超え

経済格差を教育格差
にしない社会
塾代支援の大幅
拡充を実現
都立高校の校内で
無料学習塾を創設実現へ

くらしを守る！！

都立高で予備校の
受験勉強ができる！

所得に関わらずすべての子育て家庭に児童手当相当の支援を小池都知事に重点政策として要望

●国の支援策には所得制限がある
●東京は家賃・物価・教育費

希望する子どもの数が持てない プレゼント

サポートします！

卵子凍結を対象に

歳まで
拡大を実現！
これから

例えばー

パパはー

東京生活応援事業

おこめクーポンを配布へ

現在の制度は～

IT人材は2030年に 令和5年は

79万人不足する予想

今後もー

これまで

東京の子育ての課題

所得制限なし

ママもパパも
子どもや育児とゆっくりしっかり

を に当たり前

※育業は、育休の新しいネーミングです

育業（※）

パパの取得
現在はわずか
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がうつを経験

東京の防災をアップデート

エレベーター備品ボックス設置と
住民の再稼働訓練を進めます

マンション防災
を強化！！

最新の被害想定の課題

東京都職員の福利厚生、
都営住宅の入居条件、
都立病院での対応、里親の
認定、学校の制服や対応など
一つ一つを改定しています

東京都と区市町村の連携を強化し、
生活の隅々まで性の多様性を行き渡らます

多様な性のあり方が前提の社会へ

東京パートナー
シップ制度が
スタート！

悪質な商法による被害を
増やさない
被害者を支援します！

●インターネットやSNSの被害防止広告を掲載
●消費者センターでの相談体制強化
●区市町村での取組を支援強化

霊感商法へ
NO

（Tokyo Innovation Base)

世界では、国や都市を挙げて取り組む
中、日本は出遅れているスタートアップ
分野は、未来への投資として必要不可
欠。東京都、チャレンジする区市町村と
連携しながら進めます！

●イノベーションを起こす「場所」を創る
●誰もがチャレンジできる社会に
●行政の規制やルールをリデザイン

スタートアップ
東京を

として成長させます都市

●東京都「グリーン公共調達」創設
●都内企業「グリーン調達企業宣言」創設
●GX（グリーントランスフォーメーション）人材育成
●グリーン水素製造への投資
●ZEH、ZEVへの補助金拡大など

高齢者等のインフル
予防摂取の負担軽減

●インフルエンザとの
　同時流行に備える

●自宅療養の
　フォローアップを確保
●高齢者・障害者向け

グリーン分野のスタートアップを強力支援で

未来へつながる
脱炭素社会へ！

東京の緑を豊かに
新型コロナウイルス対策

東京版
グリーンニューディール構想

都民の命を守る！

実現に向けて取り組んでいますー

コロナ療養＋
介護リハビリ施設を充実

少しでも長く元気に過ごせる
東京シニアライフを実現させます

事業者が自立支援を
頑張ると損する仕組み

要介護度が
上がると、
報酬も上がる

東京には3.3万人の不登校の子どもが
います。個々に合う多様な
学び方や場を
都内に広げて
いきます

東京の介護を変える！
介護度の改善・維持
への報奨金創設 自由と選択肢を！

フリースクール認証
制度の

子どもの学び方に

創設を

首都高を八王子まで
延伸させ初乗り料金負担を軽減

JR中央線の
複々線化で安定した運行を

多摩の交通アクセス
を改善します
羽田まで
（現在は平均３回乗り換え１時間半）

（現在は初乗り料金が複数回）

（現在はJR主要路線で唯一複線化が未完了。通勤は遅延しがち）

直行１時間へ

➡すべて全国１位
万

登録者

円分の
商品・サービスを


